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金属ナノ構造は、構造同士が数ナノメートルで近接した場合にプラズモン共鳴によるカップリ

ングにより強い電場増強が誘起される．しかし，複雑な金属形状や異種のダイマ̶構造におけるプ

ラズモニックな光学特性については報告が少ない．我々は, 自由な形状を持つ金属ナノ配列構造

を作製できる電子線描画法を用いて湾曲金ナノロッドを作製してその光学スペクトルを計測し，

ナノロッドとは異なる吸収ピークが得られることを報告した [1]．本講演では，Fig.1(1)に示すよ

うに湾曲金ナノロッドのダイマ̶構造を作製し，曲線形状及び構造配置に起因する特異なプラズモ

ン共鳴特性について実験，計測した． 

金ナノ構造はガラス基板上に電子線リソグラフィ技術・リフトオフにより作製した．Fig.1(1)に

示すように，同じサイズの湾曲金ナノロッドを点対称に配列し，サンプル(a)では湾曲形状の端同

士で 10 nmナノギャップを形成し，サンプル(b)は 100nm以上構造同士を離し，サンプル(c)では湾

曲部分の外側でナノギャップが形成されるように近接させて配置した 3 種類の構造を作製してそ

の光学特性を比較した．光学特性は顕微フーリエ変換赤外分光器を用いて透過スペクトルを測定

した．Fig.1(2)は，x 方向に偏波した直線偏波を照射した際の透過率スペクトルで，Fig.1(3)は，y

方向の直線偏波を照射した際の透過率スペクトルである．偏光方向が x 方向の場合(Fig.1(2))，ど

の構造でも 1000 nm 付近に湾曲ナノロッドの弧長の半分(l/2)に等しい共鳴吸収ピークが観測され

た．一方，偏光が y 方向の場合(Fig.1(3))に，構造を離して配置しているサンプル(b)は弧長(l)由来

の吸収ピークが 1780nm付近に見られる．サンプル(a),(c)は湾曲構造同士が近接しているために吸

収ピークが長波長シフトしている．特にサンプル(c)の場合は割れたピークが見られる．発表では，

偏光依存性やサンプル(a)のギャップサイズを y 方向に変化させた場合の光学特性についても発

表する． 
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Figure 1(1) SEM images of gold curvilinear nanorod dimer (a, b, and c). The figure shows the layout of curvilinear nanorod 
and polarization. (2), (3) Transmittance spectra of nanostructures(a, b, and c). The directions of linearly polarized lights are 
(2) short axis and (3) long axis directions. 
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